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        災害概況のまとめ 
                                 （平成２０年１月～１２月）  

※注：以下の（ ）内の増減数値は、昨年比を示します。 

Ⅰ 火災概況 
 
  平成２０年中の火災件数は103件で、前年に比べ7件（-6.4%）少なくなっています。 

しかし、焼損面積、損害額については、８月と１２月に大規模建物火災が発生した

こと、また１０月に商品を満載した大型トラックが全焼したことから前年を大きく上

回る結果となっています。 

  死者は７人で、前年より１人(+16.7%)多くなっています。このうち、６５歳以上の

高齢者は５人で、全体の半数以上を占めていることから、住宅用防災機器の早期設置

など、高齢化社会に対応した防火対策の更なる推進が急務となっています。 

  出火原因は、昨年同様「放火（放火の疑い含む）」が第１位となっています。全国

的にも、常に出火原因の第１位であることから、家庭での放火対策はもちろんのこと、

地域全体での放火対策の取り組みが求められる時代になっています。 

Ⅱ 救急概況 
  救急出動件数は 8,489 件(311 件の減・－3.5%)で、救急搬送人数は 7,974 人(312

人の減・-3.8%)で、２年連続の減少となっています。 

事故種別ごとの出動件数は、急病が 5,057 件(59.6%)と半数以上を占め､次いで一

般負傷 1,087 件（12.8％）転院搬送 1,053 件(12.4%)、交通事故 860 件(10.1%)の順

となっています。 

  年齢別の搬送人数は、６５歳以上の高齢者が 4,458 人(55.9%)と全搬送人数に占め

る割合が年々増加しています。今後、少子高齢化の進展に伴い更に割合が増加する

ことが予測されます。 

  心肺停止傷病者に対して、家族等による応急手当の割合が 49%(+5%)と増加してい

ます。救急現場での早期の応急手当が救命のチャンスを拡大しますので、住民への

心肺蘇生法の普及やＡＥＤの設置が不可欠です。  

Ⅲ 救助概要 
  救助出動件数は 163 件(6 件の増・+3.8％)、救助活動件数は 126 件(18 件の増・

+16.7％)となっています。また、救助人員は 81 人(4 人の減・-4.7%)で、事故種別毎

の救助人員を見ると、交通事故が最も多く 54 人(9 人の減・-14.3%)、次いでその他

10 人（3 人の減・-23.1％）水難事故 9 人(5 人の増・+125.0%)の順となっています。 

  地震や列車、航空機事故などの大規模災害時には、県内外の消防機関、医療機関、

防災機関、国、県、市町村などの防災体制強化、連携活動が必要不可欠となってい

ます。 

Ⅳ １１９番着信状況概要 

総着信件数は 11,817 件（346 件の減・‐2.8％）でした。平成１７年をピークに減

少傾向となっています。この内固定電話（ＩＰ電話を含む）が 8,643 件（404 件の減・

－4.5％）、また、携帯電話による通報件数は 3,174 件（58 件の増・＋1.9％）となっ

ています。問い合せや悪戯等を除く災害通報は 8,514 件で、このうち固定電話（Ｉ

Ｐ電話を含む）が 6,388 件（75.0％）、携帯電話が 2,126 件（25.0％）となっていま

す。また、事故種別ごとの携帯電話の占める割合は、火災通報が 43.8％、救急通報

が 23.8％、救助通報が 67.9％、警戒通報が 53.3％となっています。携帯電話からの

通報時に、発信された位置情報を取り込む「携帯電話の位置情報通知システム」を

導入しました。正確な位置情報を発信できる GPS 機能付き携帯電話の普及に伴い、

迅速な地点決定に効果を発揮しています。 
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Ⅰ 火災概況 

(平成２０年１月～１２月) 
１ 火災状況 
（１）火災件数 

平成２０年中の火災件数は１０３件で、前年に比べ７件（６．４％）少

なくなっています。 
（別表Ⅰ－１．別表Ⅰ－５．別図Ⅰ－１参照） 

 
（２）火災種別 

種別ごとの構成比をみますと、建物火災が全体の５９．２％を占め 、次

いでその他火災２４．３％、車両火災１３．６％、林野火災２．９％の順

となっています。 
（別表Ⅰ－１．別図Ⅰ－２参照） 

 
（３）月別 

月別の火災件数をみますと、４月、７月、１０月が最も多く１４件、次

いで５月と８月の１１件、３月と１１月の８件となっています。 
種別ごとの火災発生状況をみますと、建物火災と林野火災は４月（９件

と２件）、車両火災は７月と１０月（各３件）、その他火災は５月（７件）

に最も多く発生しています。 
また、死者は１月（３人）、負傷者は１０月（２人）に多く発生していま

す。 
（別表Ⅰ－２．別図Ⅰ－３参照） 

 
（４）市町村別 

市町村別の火災件数をみますと、米子市が最も多く４７件、次いで境港

市の２３件、大山町の１２件となっています。 
なお、日吉津村は平成１８年５月以降、日野町は平成１９年６月以降、

火災の発生はありません。 
（別表Ⅰ－３．別図Ⅰ－４参照） 

 
（５）損害額 

損害額は５億８，７８０万円で、前年（９，２９１万円）に比べ、４億

９，４８９万円多くなっています。 
種別ごとでは、建物火災が５億５，８２７万円で全体の９５．０％を、

月別では８月の２億９，８１５万円が全体の５０．７％を占めています。 
（別表Ⅰ－１．別表Ⅰ－２参照） 
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２ 出火原因 
出火原因の第１位は「放火（疑い含む）」で１９件、次いで「こんろ」と「た

き火」１０件、「火あそび」８件の順となっています。 
（別表Ⅰ－４参照） 

 
３ 死者・負傷者 

死者は７人で、前年（６人）より１人多く、逆に、負傷者は５人少ない９

人となっています。 
死者の発生経過をみますと、７人中４人が「逃げ遅れ」によるものです。 
また、負傷者は消火しようとした際に多く発生しています。 

（別表Ⅰ－１．別図Ⅰ－５．別図Ⅰ－６参照） 
 

別図Ⅰ－１　火災件数の推移
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別図Ⅰ－２　　火災種別ごとの件数と構成比率
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別図Ⅰ－４　市町村別火災件数の構成比率
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別図Ⅰ－５　経過別死者発生状況

別図Ⅰ－６　経過別負傷者発生状況
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増　減
Ｃ（Ａ－Ｂ）

　増　減 率
 　Ｃ／Ｂ

(％)

１０３ ( 100% ) １１０ ( 100% ) -７ -6.4%

６１ ( 59.2% ) ６５ ( 59.1% ) -４ -6.2%

３ ( 2.9% ) ５ ( 4.5% ) -２ -40.0%

１４ ( 13.6% ) ９ ( 8.2% ) ５ 55.6%

( ) ( )

２５ ( 24.3% ) ３１ ( 28.2% ) -６ -19.4%

８８ ( 100% ) ７４ ( 100% ) １４ 18.9%

２９ ( 33.0% ) １７ ( 23.0% ) １２ 70.6%

３ ( 3.4% ) ６ ( 8.1% ) -３ -50.0%

３０ ( 34.1% ) ２３ ( 31.1% ) ７ 30.4%

２６ ( 29.5% ) ２８ ( 37.8% ) -２ -7.1%

４０ ( 100% ) ３３ ( 100% ) ７ 21.2%

７ ( 17.5% ) ７ ( 21.2% ) ０

( ) ５ ( 15.2% ) -５ -100.0%

３３ ( 82.5% ) ２１ ( 63.6% ) １２ 57.1%

４４ 48.4%

建物(㎡) １,５８４ 68.7%

林野(ａ) -４６ -95.8%

４９４,８８５ 532.6%

４６８,４１３ 521.3%

-４１２ -96.5%

２６,３１５ 1132.3%

５６９ 185.9%

火災全体 ４,８６２ 575.4%

建物火災 ７,７７０ 562.2%

１件当り 建物(㎡) ２９ 82.9%

損害面積 林野(ａ) -９ -90.0%

１ 16.7%

-５ -35.7%

-０.２８ -6.3%

 備考　(　　）内は構成比を示す。なお、損害額については概数

出火率（人口１万人当り） ４.１６ ４.４４

平成１９年
　Ｂ
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死  　　者   (人)

別表Ⅰ－１　平成２０年の火災の概況
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損害額（千円）

合        計 103 61 3 14 25 587,798 7 9

た ば こ 4 4 1,965 1

こ ん ろ 10 9 1 9,744 1 2

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉 3 3 848

ス ト ー ブ 2 2 181 1

こ た つ

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道 1 1 6

排 気 管

電 気 機 器 3 3 148

電 気 装 置 2 1 1 954

電灯・電話等の配線 3 3 279,908

内 燃 機 関

配 線 器 具 4 4 73,407 1

火 あ そ び 8 4 4 915

マッチ・ライター 2 1 1 47 1

た き 火 10 3 1 1 5 2,138 1

溶 接 機 ・ 切 断 機 2 1 1 300

灯 火 1 1 51

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ 3 1 1 1 1,512 1 1

放 火 6 4 2 26,018

放 火 の 疑 い 13 4 9 22,727

そ の 他 8 4 2 2 1,078 2

不 明 ・ 調 査 中 18 14 2 2 165,851 3 1

建物 林野 車両 船舶

別表Ⅰ－４  出火原因別火災発生概況

死者負傷者出火件数

原 因 別
その他 計 死者 負傷者計 航空機
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11 

Ⅱ 救急概況 
（平成２０年１月～１２月） 

 １ 救急出動件数、救急搬送状況 
    平成２０年中の救急出動件数は、１９年中に比べて３１１件減の８,４８

９件、搬送人員は３１２人減の７，９７４人で、ともに２年連続の減少とな

りました。    
（別図Ⅱ－１、Ⅱ―２、Ⅱ―３参照） 

 ２ 市町村別救急活動状況 
    救急出動件数、救急搬送人員がともに減少傾向の中、前年に比べ日吉津村

（９件・１０人）及び日南町（４８件・４７人）では増加しました。 
（別図Ⅱ―４参照） 

 ３ 傷病程度別搬送状況 
   傷病程度別の搬送人員では、中等症が３，８４１人（４８．２％）で最も

多く、次いで軽症が２，８５１人（３５．８％）となっています。 
（別図Ⅱ―５参照） 

 ４ 年齢別搬送状況 
   年齢別の搬送人員では、６５歳以上の高齢者が４，４５８人（５５．９％）

と最も多く、割合は増加しました。 
（別図Ⅱ―６参照） 

 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別では、米子消防署の出場件数及び搬送人員がそれぞれ２，９０６件

（３２．３％）、２，６２１人（３２．９％）と最も多くなっています。 

                              （別図Ⅱ―７参照） 
 ６ 月別救急活動状況 

月別の出場件数と搬送人員では、７月がそれぞれ８２０件（９．７％）、

７６９人（９．６％）で最も多く、続いて１月の７６０件（９．０％）、７

２１人（９．０％）となっています。 
（別図Ⅱ―８参照） 

 ７ 現場到着所要時間、収容所要時間 
平均現場到着所要時間は７分０９で昨年より２１秒の延長、平均収容所要

時間は３３分４６秒で昨年より１分８秒延長しました。 
（別図Ⅱ―９、Ⅱ―１０参照） 

 ８ 応急手当実施状況   
心肺停止傷病者のうち家族等により応急手当を受けた人は、１１８人で、

昨年より割合は増加しました。   
（別図Ⅱ―１１参照） 

 ９ 高度救命処置状況 
心肺停止傷病者２４３人のうち１７５人が救急救命士による高度救命処

置を受け、そのうち２３人に回復が見られました。 
  （別図Ⅱ―１２参照） 

 10 救急講習件数の推移 
救急講習件数は、毎年１０，０００人以上の人が受講され、圏域住民の応

急手当に対する意識の高さがうかがえます。 

                （別図Ⅱ―１３、Ⅱ―１４、Ⅱ―１５参照） 
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競技
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別図Ⅱ-２　事故種別救急搬送状況
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別図Ⅱ-１　事故種別救急出動状況
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別図Ⅱ-３　過去５年間の救急推移
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 170 1,102 3,841 2,851 10 7,974

新生児 乳幼児 少 年 成 人 老 人 合 計

搬送人員 24 304 320 2,868 4,458 7,974

別図Ⅱ-５　傷病程度別搬送状況
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別図Ⅱ-７　署所別救急活動状況
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別図Ⅱ-８　月別救急活動状況
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別図Ⅱ-９　現場到着所要時間

別図Ⅱ-１０　収容所要時間
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別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況

別図Ⅱ-１２　高度救命処置状況
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平成１6年 平成１7年 平成１8年 平成１９年 平成２０年
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別図Ⅱ－１５　応急手当指導員・普及員の養成

別図Ⅱ－１３　過去５年間の救急講習件数推移
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別図Ⅱ－１４　過去５年間の救急講習人員推移
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Ⅲ 救助概況 
（平成２０年１月～１２月） 

 １ 事故種別救助出動状況 
救助出動件数は１６３件あり、そのうち交通事故が７８件（４７．９％）、

火災が５８件（３５．６％）、 その他の事故が１２件（７．４％）、水難事

故が１０件（６．１％）、建物等による事故が３件（１．８％）、機械によ

る事故が２件（１．２％）の順となっています。 
                        （別図Ⅲ―１参照） 

 ２ 事故種別救助活動状況 
救助活動件数は１２６件あり、そのうち火災が５８件（４６．０％）、交

通事故が４８件（３８．１％）、その他の事故が１０件（７．９％）、水難

事故が７件（５．６％）、建物等による事故３件（２．４％）の順となって

います。 
                           （別図Ⅲ―２参照） 
 ３ 事故種別救助人員状況    
   救助活動により救助された人員は８１人あり、そのうち交通事故が５４

人（６６．７％）と最も多く、次いでその他の事故が１０人（１２．３％）、

水難事故が９人（１１．１％）、火災等による事故が５人（６．２％）とな

っています。 
                           （別図Ⅲ―３参照）     

  ４ 管轄別救助活動状況 
      消防署の管轄別に出動件数を見ると、米子消防署が８６件（５２．８％）

と最も多く、次いで境港消防署が２８件（１７．２％）、江府消防署が２５

件（１５．３％）、大山消防署が２４件（１４．７％）の順となっています。  
（別図Ⅲ―４参照） 

 ５ 市町村別救助活動状況 
   市町村別に救助活動状況を比較して見ると、出動件数、活動件数、救助

人員ともに、米子市が最も多く出動件数７２件（４４．２％）、次いで大山

町が２３件（１４．１％）、境港市が２１件（１２．９％）、日南町が１１

件（６．７％）、伯耆町７件（４．３％）等の順となっており、他米子道、

山陰道、管轄外へも出動しています。 
（別図Ⅲ―５参照） 

 ６ 月別救助活動状況 
   月別の救助出動件数を見ると、７月が２３件（１４．１％）と最も多く、

次いで４月が２１件（１２．９％）、５月が１６件（９．８％）、３月なら

びに１１月が１５件（９．２％）、８月が１４件（８．６％）等の順となっ

ています。 
（別図Ⅲ―６参照） 



事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

出場件数 58 10 78 0 2 3 0 0 12 163

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

活動件数 58 7 48 0 0 3 0 0 10 126

別図Ⅲ-２　事故種別救助活動状況
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別図Ⅲ-１　事故種別救助出動状況
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計

救助人員 5 9 54 0 0 3 0 0 10 81

別図Ⅲ-４　管轄別救助活動状況
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別図Ⅲ-３　事故種別救助人員状況
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別図Ⅲ-５　市町村別救助活動状況
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別図Ⅲ-６　月別救助活動状況
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Ⅳ．１１９番着信状況 

（平成２０年１月１日～１２月３１日） 
１ 概況 

平成２０年中の１１９番通報は、総着信件数で１１，８１７件ありまし

た。昨年に比べて３４６件（－２．８％）少なくなっています。１ヶ月平均

では約９８５件、１日平均では約３３件の着信となります。通報内容として

は、救急通報が最も多く８，１６２件（６９．１%）、火災通報は１９２件

（１．６%）でした。そのほかの通報としては、間違いが８７７件（７．４%）、

通報訓練などの通報が１，２２５件（１０．４%）、休日・夜間などに病院

に関する問い合わせ等が１，０５４件（８．９%）となっており、悪戯と思

われるものも１４７件（１．２%）ありました。     
（別表Ⅳ－１、別図Ⅳ－１参照） 

２ 月別の着信状況 
月別での平均着信件数は、９８５件で、最も多かったのは７月の１，０

９９件、最も少なかったのは２月の８６４件です。火災通報の月平均着信件

数は１６件で、最も多かったのは４月の３９件、最も少なかったのは２月の

３件でした。救急通報の月平均着信件数は約６８０件で、最も多かったのは

７月の７８８件、最も少なかったのは６月の６０５件でした。 
（別表Ⅳ－２、別図Ⅳ－２参照） 

３ 電話種別による通報状況 

１７年７月よりＩＰ電話からの１１９番通報ができるようになりました。

２０年は９２７件（３６２件の増・＋６４．１％）あり増加傾向にあります。 

災害別の通報状況として、通報が固定電話（IP 電話含む）か携帯電話か

の通報比率を新しく追加しました。（別図Ⅳ－５） 

（別表Ⅳ－３、Ⅳ－４、Ⅳ－６、別図Ⅳ－３、Ⅳ－５参照） 

４ 携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は３，１７４件で、全着信件数の２６．９％

でした。携帯電話で１１９番通報されますと、必ずしも電話をされた地区を

管轄する消防本部に、接続されるとは限りません。管轄地区以外からの通報

は、その地区を管轄する消防本部に電話を転送し対応してもらいます。また

その逆もあります。これを転送処理件数として別表としています。他の消防

本部への転送処理件数は３７件あり、松江消防が２２件と最も多く、次いで

安来消防が１０件、中部消防が３件となっています。 

（別表Ⅳ－３、別表Ⅳ－５、別表Ⅳ－６、別図Ⅳ－３参照） 
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５ 時間帯別１１９番通報の着信状況   
時間帯別１１９番通報の着信件数は、活動時間帯（午前８時頃～午後９

時）に大半を占めていて、睡眠時間帯（午後 10 時～午前 6 時）では午前５

時まで時間の経過とともに件数が少なくなっています。         

（別図Ⅳ－４参照） 

 

別表Ⅳ－１       １１９番着信件数の推移 
 

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合計 

平成１６年 308 7，879  － 130 1，147 514 1，057 1，745 12，780

平成１７年 401 8，554  － 140 1，137 259 962 1，635 13，088

平成１８年 347 8，847   73 104 1，200 197 894 1，038 12，700

平成１９年 222 8，488 71 106 1，063 100 927 1，186 12，163

平成２０年 192 8, 162 53 107 1, 054 147 877 1, 225 11, 817

 

別表Ⅳ－２        月別１１９番着信状況 

 

 火 災 救 急 救 助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合 計 

１ 月 13 735 6 12 101 1 73 76 1,017

２ 月 3 659 2 5 64 8 57 66 864

３ 月 13 690 3 9 72 13 53 126 979

４ 月 39 697 10 7 96 12 65 69 995

５ 月 15 663 7 11 95 15 60 100 966

６ 月 9 605 2 13 77 21 65 133 925

７ 月     28 788 7 13 106 9 77 71 1,099

８ 月 23 688 5 6 129 10 78 46 985

９ 月 5 637 3 4 80 8 78 89 904

１０ 月 19 676 1 9 67 11 92 145 1,020

１１ 月 10 649 2 8 72 4 84 189 1,018

１２ 月 15 675 5 10 95 35 95 115 1,045

合 計 192 8,162 53 107 1,054 147 877 1,225 11,817

月平均 16 680 5 9 88 12 73 102 985
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別表Ⅳ－３   電話種別による１１９番着信件数の推移 

 

 

 

 

別表Ⅳ－４       電話種別毎の通報状況 

 

 

 

別表Ⅳ－５      携帯電話からの着信状況 
 

西部消防圏域内の災害などの着信件数 
他の消防機関に 

転送をした件数 

直接通報を 

受けた件数 

他の消防機関から 

 転送受信した件数 
総着信件数 

３，１５０ ２４ ３，１７４ 

 

 

３７ 

 
 

 

 

 

 
固定電話から

の着信件数 

携帯電話からの  

着信件数 
I P 電 話 合  計 

平成１６年 ９，４２５ ３，３５５ １２，７８０

平成１７年 ９，７６７ ３，３２１ ６７ １２，６４６

平成１８年 ９，２５８ ３，１３２ ３１０ １２，７００

平成１９年 ８，４８２ ３，１１６ ５６５ １２，１６３

平成２０年 ７，７１６ ３，１７４ ９２７ １１，８１７

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合計 

１１９固定 87 5,529 16 39 482 56 413 1,094 7,716

１１９携帯 84 1,949 36 57 499 68 402 79 3,174

１１９ I P 21 684 1 11 73 23 62 52 927

総合計 192 8,162 53 107 1,054 147 877 1,225 11,817
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別表Ⅳ－６     携帯電話の消防機関別転送状況 
 

他の消防機関から転送を受信した件数 他の消防機関に転送した件数 

 

消防 
火 災 救 急 その他 合 計

消防 
火 災 救 急 その他 合 計

松 江  ３ ２ ５ 松 江 ２ ２０ ２２

安 来  ９ １ １０ 安 来 １ ９ １０

雲 南   雲 南  

東 部   東 部  

中 部  ７ ７ 中 部 ３ ３

新 見  ２ ２ 新 見 ２ ２

真 庭   真 庭  

津 山   津 山  

備 北   備 北  

合 計  ２１ ３ ２４ 合 計 ３ ３４ ３７

 
 

別図Ⅳ－１          通報内容別着信状況 
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別図Ⅳ－２           月別着信状況 
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別図Ⅳ－３       電話種別毎の着信比率 
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別図Ⅳ－４      時間帯別着信件数の推移 
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別図Ⅳ－５      電話種別による通報状況 
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  郵便番号

  683-0853

  683-0055

  683-0003

  683-0321

  689-4201

  684-0041

  683-0101

  689-3331

  689-3132

  689-4411

  689-5211

    
       

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

日野郡江府町武庫１３９０番地３    

　 TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

救急救助・・・・・・・ 警防課救急救助係　 ０８５９－３５－１９５９

　平成20年度全国統一防火標語

　火のしまつ

　　　　　　　誰がする
　　　　君がしなくて

１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

  所      在      地  

米子市両三柳５４５２番地       

米子市冨士見町一丁目１０３番地１    
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　 〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局
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０８５９－７７－２００１

西伯郡大山町長野８８０番地３     
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